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責任者・廣島秀二
編纂人・小手川勲

同窓会HP(九州学院公
式ホームページ内)に
は、このQRコードから
入れます。スマホ対応
画面で過去のニュース
なども閲覧出来ます。
是非お試し下さい。

４
月
18
日
㈮
、「
九
州
学

院
大
同
窓
会
定
期
総
会･

懇
親
会
２
０
２
５
」
が
熊

本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
に

於
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
Ｓ
５
回（
91
歳
）か
ら

Ｓ
75
回（
21
歳
）ま
で
の
卒

業
生
、
現
旧
の
教
職
員
、

育
友
会
役
員
な
ど
、
遠
く

は
東
京
、
関
西
等
か
ら
、

４
０
０
名
の
参
加
者
を
数

え
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
２
０
２
４

年
度
活
動
報
告
・
同
決
算

報
告
、
監
査
報
告
、
２
０

２
５
年
度
活
動
計
画
・
同

予
算
案
等
が
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て

の
懇
親
会
で
は
Ｒ
Ｋ
Ｋ
番

組
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
奥
田
圭
氏

（
鳴
瀬
公
治
・
Ｓ
31
回
）と

吉
田
佐
知
子
氏（
Ｓ
53
回
）

の
司
会
に
よ
り
、
冒
頭
に

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
九
州
学
院
チ
ア
ダ
ン
ス

部
が
恒
例
の
演
技
を
披
露

し
た
後
、
齊
藤
基
宗
教
主

任
の
奨
励
に
よ
り
讃
美
歌

３
１
２
番
（
い
つ
く
し
み

深
き
友
な
る
イ
エ
ス
は
♪

〜
）
を
参
加
者
全
員
で
声

高
ら
か
に
斉
唱
し
、
同
窓

会
や
学
院
関
係
の
物
故
者

を
お
ぼ
え
て
の
祈
り
が
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
田
稠
九
州

祭
九
学
会
実
行
委
員
の

川
村（
旧
姓
緒
方
）祥
で
す
。

右
も
左
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま

に
本
年
度
の
会
長
を
務
め

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、

実
行
委
員
メ
ン
バ
ー
は
一

致
団
結
し
て
様
々
な
行
事

に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
我
々
祭
九

学
会
は
藤
崎
八
旛
宮
例

大
祭
だ
け
で
な
く
熊
本
で

行
わ
れ
る
多
く
の
祭
に
携

わ
っ
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

若
手
の
会
は
、42
歳
に
な

る
学
年
が
担
当
し
、卒
業
生

が
母
校
と
の
繋
が
り
を
強

化
し
、次
世
代
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
表
す
場
と
し
て

設
け
ら
れ
ま
し
た
。卒
業
生

が
再
び
集
ま
り
、友
人
や
恩

師
と
の
再
会
を
果
た
し
な

が
ら
、九
州
学
院
の
価
値
を

再
確
認
す
る
機
会
と
な
り

ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
学
舎
で

育
て
て
頂
い
た
ご
恩
を
し
っ

か
り
と
次
代
へ
引
き
継
ぎ

九
州
学
院
の
さ
ら
な
る
発

展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

な
お
、
今
回
は
参
加
者

が
一
番
多
か
っ
た
学
年
、

Ｓ
27
回（
68
歳
）の
皆
様
に

は
記
念
品
と
し
て
九
学
ハ

ン
カ
チ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
同
会
が
来
年
も
盛
大

に
行
わ
れ
ま
す
よ
う
、
同

窓
会
会
員
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学
院
理
事
長（
Ｓ
18
回
）な

ど
の
各
代
表
挨
拶
の
後
、

宴
席
に
移
り
ま
し
た
。

参
加
者
た
ち
は
久
々
の

再
会
を
喜
び
合
い
、
学
生

時
代
の
思
い
出
話
や
近
況

を
語
り
合
う
な
ど
歓
喜
の

声
が
会
場
に
満
ち
溢
れ
ま

し
た
。
最
後
に
堤
建
太
氏 

（
Ｓ
52
回
）の
エ
ー
ル
と
リ

ー
ド
に
よ
り
参
加
者
全
員

で
九
州
学
院
校
歌
を
唄

い
、
無
事
に
お
開
き
と
な

り
ま
し
た
。

こ
の
会
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
多
大
な
る
ご
尽
力

を
頂
き
ま
し
た
、
卒
業
回

数
２
と
７
の
付
く
学
年
代

表
か
ら
な
る
大
同
窓
会
実

行
委
員
会（
大
津
英
敬（
Ｓ

37
回
）委
員
長
）、
若
手
の

会
、リ
デ
ィ
ア
会
、祭
九
学
会

の
役
員
の
皆
様
、
ほ
ん
と

う
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

北朝鮮拉致被害者
松木薫氏（S24回）の救出を
松木氏は1980年スペイン留学中に拉致
され、現在も北朝鮮に抑留。弟の信宏氏

（S43回）が拉致被害者家族会で活動中。

「九州学院大同窓会 総会･懇親会2025」を開催
〜讃美歌312番を声高らかに〜

＜見よ、兄弟が共に座っている。なんという恵み、なんという喜び＞（詩編133）

同窓会長に就任してから早3
年が経過しました。猛威を奮った
新型コロナウイルスの流行が収
束した2年前に大同窓会を再開
し、今回再開後3回目を迎えまし
たが、多くの教職員・旧職員の
先生方にご出席いただいたこと

もあり、400人を超す皆様が出席され、大へん喜ん
でいただきました。感謝申し上げます。
2024年度は、初めての試みとして寮生を元気づけ

る寮生とのバーベキュー懇親会を開いたところ、練習
中のクラブ生も参加し、大盛況でした。また、若手の会
による「チャペルで二十歳を祝う会」やリディア会によ
る九学祭での物品販売なども例年どおり継続して活動
を行なっています。
生活困窮者への奨学制度も、昨年度の3学期からで

はありますが実施していただきました。奨学制度に対
しては今後とも寄与していければと思います。
今年は、ブラウン・メモリアル・チャペル献堂百周年

にあたりますので、覚えていただければ幸いです。支
部活動へのバックアップなどの同窓会活動の活性化・
母校への支援の変わらぬ推進を、昨年に引き続き今後
も進めていく所存です。
同窓生の皆様、変わらぬご理解とご協力をよろしく

お願い申し上げます。

母校への支援の活性化も目指し
同窓会会長　廣島 秀二（Ｓ26回）

■
４
月
◦
中
高
入
学
式

◦
大
同
窓
会
総
会
懇
親
会

■
５
月
◦
育
友
会
総
会
で

10
年
会
費
に
つ
い
て
説
明

■
６
月
◦
奨
学
金
授
与
式

◦
同
窓
会
新
聞
発
行

■
９
月
◦
常
任
幹
事
会

■
10
月
◦
奨
学
生
・
給
費

生
を
励
ま
す
会
◦
高
校
３

年
役
員
に
10
年
会
費
に
つ

い
て
依
頼

■
11
月
◦「
九
学
通
信
」に

「
同
窓
会
だ
よ
り
」を
掲
載

◦「
同
窓
会
広
告
紙
面
」を

発
行

２
０
２
６
年

■
１
月
◦
若
手
の
会
主
管

チ
ャ
ペ
ル
で
二
十
歳
を
祝

う
会
◦
新
卒
業
生
ク
ラ
ス

代
表
と
の
懇
親
昼
食
会

■
２
月
◦「
九
学
通
信
」に

「
同
窓
会
だ
よ
り
」を
掲
載

◦
新
卒
業
生（
Ｓ
78
回
）に

同
窓
会
活
動
の
案
内

■
３
月
◦
高
校
卒
業
式　

新
卒
業
生
に
記
念
品
贈
呈

◦
中
学
卒
業
式　

新
卒
業

生
に
記
念
品
贈
呈
◦
常
任

幹
事
会

※
各
地
域
支
部
の
総
会

に
、学
院
の
教
職
員
と

と
も
に
同
窓
会
役
員
が

出
席
の
予
定
。

※
拡
大
正
副
会
長
会
は
、

適
宜
開
催
の
予
定
。

※
各
委
員
会（
会
員
・
育

英
奨
学
・
渉
外
・
企
画
・

広
報
）は
、適
宜
開
催
の

予
定
。

※
二
十
歳
を
祝
う
会
開
催

に
向
け
、若
手
の
会
は

役
員
会
を
適
宜
開
催
の

予
定
。

※
女
性
会
員
の
活
動
活
性

化
に
向
け
、
リ
デ
ィ
ア

会
は
役
員
会
を
適
宜
開

催
の
予
定
。

※
寮
生
ら
と
の
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
交
流
会
を
開
催

予
定
。

*******************

○
常
任
幹
事
会
と
は
各

学
年
の
代
表（
2
〜
３

人
）か
ら
な
り
、年
数
回

の
会
議
を
実
施
し
同
窓

会
活
動
の
活
性
化
を
は

か
り
ま
す
。

２
０
２
５
年
度

同
窓
会
活
動
計
画

◉保冷エコバッグも
　用意しています。

グッズ販売のご案内

九学会S53回実行委員会

TEL/FAX：096-389-9910
（かわむら整骨院内）

パーカー Tシャツ キャップ

２
０
２
５
年
度
祭
九
学
会

会
長 

川
村　

祥

（
Ｓ
53
回
）

２
０
２
５
年
度
若
手
の
会

会
長 

山
口 

章
太

（
Ｓ
54
回
）

万人の「喜びの人生」の実現を願い
リディア会会長　吉岡 佑佳子（S49回）

同窓会女性部会「リディア会」の名称の
「リディア」とは新約聖書に登場する女
性です。現代でいうキャリア・ウーマン
であり「フィリピの教会」を設立したと考
えられている女性です。九州学院OGの
方々がそれぞれ苦労の多い状況の中で、
リディアのように多くの人を支え、よく理
解して「喜びの人生」を送ることができる
ことを願い、小副川前院長に命名して頂きました。
リディア会が発足し3年目を迎えますが、これまでの主な活
動としましては、大同窓会や二十歳を祝う会でのお手伝い、九
学祭にて物販、茶話会等を開催致しました。今後は、火の国祭
りへの参加、学校でのハロウィンパーティーなど、育児真っ只
中のOGの皆様がお子様連れでも楽しめる企画を検討しており
ます。OGの皆様、是非ご参加頂ければ幸いです。
九州学院は男女共学から30年を迎え沢山のOGがそれぞ

れの場所で活躍しております。
微力ではありますが、同窓会および母校の発展に貢献でき

ればと思っておりま
す。ご支援ご協力ど
うぞ宜しくお願い致
します。
尚、リディア会
の活動等について
Instagram〈lydia-
kyugaku〉にて発
信しています。是非
フォローよろしくお
願い致します。

〈S1回卒は1948年卒業〉
九州学院では、1948年

度の新制高校の第1回の

卒業生（1946年入学）を

Senior（高校）の頭文字

をとってS1回、新制中学

校卒業生は1945年入学

が第1回となり、J（Junior）

1回と呼びます。因みに20

25年3月の卒業生はS77

回、J78回です。

大同窓会懇親会にて（4月18日）
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シリーズ

羽
ば
た
く
同
窓
生
「
全
能
連
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・

ア
ワ
ー
ド
」で
大
賞
受
章

渡
邉
敬
二
氏（
Ｓ
24
回
）

行
政
書
士
の
渡
邊
敬
二

氏（
Ｓ
24
回
・
１
９
７
２
年

卒
）は
、公
益
社
団
法
人
全

日
本
能
率
連
盟（
東
京
）が

開
催
し
た
２
０
２
４
年
度

『
全
能
連
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・

ア
ワ
ー
ド
』
に
応
募
し
、

書
面
に
よ
る
一
次
審
査
と

１
月
24
日
に
行
わ
れ
た

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
方

式
の
第
二
次
審
査
（
発
表

会
）
に
お
い
て
最
優
秀

の
「
全
能
連
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
よ

り
多
様
な
業
界
・
職
種
を

対
象
と
し
、
経
営
や
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
革
新

的
な
支
援
活
動
や
実
践
を

行
っ
て
い
る
人
達
の
業
績

を
讃
え
て
表
彰
す
る
も
の

で
す
。
渡
邉
氏
は
自
然
災

「北里柴三郎博士の顔を巨大地上絵で再現」
〜九学同窓生コンビで協力〜

「学びやの里」理事長　高橋 正之助（S25回・1973年卒）

昨年7月に新千円札の肖像となった北
里柴三郎博士の生誕地の小国町の「学び
やの里」では、木魂館を中心として博士が
提唱し、実践した「学習と交流」の精神に
則り、人々の生活と文化を育む拠点とし
て、また、ひとづくりの場として施設の整
備、さらには体験型の学習やプロジェク

トを実施しています。新札が発行されて以来、訪問される方々が
増加しており、スタッフ一同感謝を致しているところです。
さて、昨年10月13日には、博士の記念館に隣接する小国町
北里の木魂館グラウンドで新札発行年にちなんだ2024本の
傘で柴三郎博士の顔の地上絵を作るという記念イベントを行い
ました。この日、町民をはじめ熊本県内外の観光客など2000
人以上が集まり、地面に突き刺したさおの先端に付けた傘を
次々と開くと、小国富士・涌蓋山を背景に、新千円札と同じ巨大
な肖像画が見事に浮かび上がりました。
博士の肖像の新千円札の発行を祝したこの大事業を商工会な
どで立ち上げた「北里博士の地上絵実行委員会」の委員長も同じ
く九学OBの原山真津雄氏（S36回・1984年卒）であったこと
を誇りに思い
ます。
「役に立つ
善人となれ」
という九州学
院の校訓の実
践を目指し今
後も精進する
所存です。

九
州
学
院
高
校
剣
道
部
、

指
導
者
と
し
て
〆
一
司
九

州
学
院
中
学
校
剣
道
部

コ
ー
チ（
Ｓ
55
回
・
２
０
０

３
年
卒
）が
そ
れ
ぞ
れ「
奨

励
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
熊

本
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
運
営
協
議
会

が
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技

で
全
国
規
模
以
上
の

大
会
に
て
優
秀
な
成

績
を
収
め
、
熊
本
市

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
顕

著
な
功
績
を
残
し
た

個
人
ま
た
は
団
体
な

ど
を
表
彰
す
る
も
の

で
す
。

日
本
人
が
見
た
ヒ
ス
パ

ニ
ッ
ク
世
界
」
の
執
筆
を

手
が
け
ま
し
た
。

こ
の
共
著
書
は
、
ス
ペ

イ
ン
本
国
・
ア
メ
リ
カ
植

民
地
・
日
本
と
い
う
3
つ

の
視
点
か
ら
16
・
17
世
紀

の
ス
ペ
イ
ン
帝
国
を
多
面

的
に
と
ら
え
よ
う
と
い
う

も
の
で
、
椎
名
氏
を
含
む

５
名
の
執
筆
者
に
よ
る
論

文
集
で
も
あ
り
ま
す
。

椎
名
氏
は
そ
の
第
５
章

で
、
ス
ペ
イ
ン
人
宣
教
師

が
日
本
の
天
皇
、
足
利
将

軍
、
各
地
の
戦
国
大
名
、

信
長
・
秀
吉
・
家
康
ら
天

下
人
を
ど
う
理
解
し
て
い

た
か
、
ま
た
江
戸
時
代
の

日
本
人
が
ス
ペ
イ
ン
や
南

北
ア
メ
リ
カ
の
情
勢
や
制

度
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

理
解
し
て
い
た
か
を
明
ら

か
し
て
い
ま
す
。

熊
本
市
の
ス
ポ
ー
ツ

奨
励・功
労
賞
に

〆　

一
司
氏（
Ｓ
55
回
）

石
田
大
河
氏（
Ｓ
68
回
）

３
月
７
日
㈮
、熊
本
市

の
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
・
功

労
賞
の
表
彰
式
が
熊
本
城

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
個
人

と
し
て
パ
リ
五
輪
7
人
制

ラ
グ
ビ
ー
代
表
の
石
田
大

河
選
手
（
Ｓ
68
回
・
２
０

１
６
年
卒
＝
浦
安
Ｄ

−

Ｒ

ｏ
ｃ
ｋ
ｓ
）、
団
体
と
し
て

害
や
感
染
症
な
ど
の
事

態
に
見
舞
わ
れ
て
も
、
介

護
施
設
な
ど
が
業
務
を
遂

行
で
き
る
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）の
策
定
を
推
進

し
て
き
て
お
り
、
そ
の
研

究
成
果
の
発
表
と
し
て
ア

ワ
ー
ド
へ
応
募
し
、
そ
の

発
表
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
す
。

金
栗
記
念
熊
日
30
㌔

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
優
勝

鶴
川
正
也
氏（
Ｓ
73
回
）

２
月
16
日
㈰
、12
回
目

を
迎
え
た
「
熊
本
城
マ

ラ
ソ
ン
２
０
２
５
」
の
金

栗
記
念
熊
日
30
㌔
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
で
、
鶴
川
正
也
選

手
（
Ｓ
73
回
・
青
学
大
４

年
）
が
1
時
間
30
分
34
秒

で
初
優
勝
し
、
3
位
に
入

賞
し
た
竹
割
真
選
手
（
Ｓ

74
回
・
東
海
大
３
年
）
は

新
人
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に

は
計
１
万
２
７
５
８
人
（
男

子
１
万
２
７
７
人
、
女
子

２
４
８
１
人
）
が
出
場
し
、

加
藤
純
平
選
手（
Ｓ
69
回
・

熊
本
市
陸
協
）
が
5
位
、

石
島
一
真
選
手（
Ｓ
66
回
・

サ
ン
ベ
ル
ク
ス
）
が
６
位
、

さ
ら
に
佐
藤
大
和
選
手

（
Ｓ
66
回
・
不
知
火
Ｒ
Ｃ
）

が
７
位
に
入
る
な
ど
三
人

の
九
学
Ｏ
Ｂ
が
上
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

ス
ペ
イ
ン
史
の
研
究
成

果
を
新
た
に
執
筆

椎
名
浩
氏（
Ｓ
37
回
）

ス
ペ
イ
ン
史
研
究
者
の

椎
名
浩
氏（
Ｓ
37
回
・
１
９

８
５
年
卒
）
が
、
３
月
末

に
中
央
大
学
出
版
部
か
ら

出
版
さ
れ
た
『
近
世
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
世
界
の
諸
相
』

（
坂
本
宏
編
）
の
第
５
章

「
近
世
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
世

界
か
ら
見
た
日
本
、
近
世

Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
バ
ン
タ

ム
級
王
者
の
堤
聖
也
選
手

（
Ｓ
66
回
・
２
０
１
４
年

卒
＝
角
海
老
宝
石
）
は
、

2
月
24
日
に
有
明
ア
リ
ー

ナ
で
行
わ
れ
た
タ
イ
ト
ル

マ
ッ
チ
で 

同
級
４
位
の

比
嘉
大
吾
選
手
（
志
成
）

の
挑
戦
を
受
け
、
壮
絶
な

戦
い
の
末
に
引
き
分
け
て

世
界
王
者
の
ベ
ル
ト
を
守

り
ま
し
た
。
旧
知
の
ラ
イ

バ
ル
と
拳
を
交
え
る
初
の

防
衛
戦
で
、
王
者
は
４
回

に
右
ま
ぶ
た
か
ら
出
血
す

る
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
見
舞

わ
れ
る
な
ど
序
盤
は
明
ら

か
に
劣
勢
で
し
た
。
そ
れ

が
9
回
に
人
生
初
の
ダ
ウ

ン
を
喫
し
な
が
ら
も
、
即

座
に
ダ
ウ
ン
を
奪
い
返
し

た
こ
と
で
一
気
に
試
合
の

流
れ
を
変
え
、
そ
の
後
は

手
数
で
攻
め
続
け
て
の
ド

ロ
ー
劇
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
戦
績
は
12
勝

（
８
Ｋ
Ｏ
）
3
分
け
と
な

り
か
ろ
う
じ
て
初
め
て
の

黒
星
は
逃
れ
ま
し
た
。
初

の
防
衛
戦
に
成
功
し
た
と

は
い
え
引
き
分
け
と
い
う

結
果
に
満
足
し
て
い
な

い
王
者
は

「
自
分
を

磨
き
も
っ

と
強
く
な

り
た
い
」

と
、
さ
ら

な
る
成
長

を
誓
っ
て

い
ま
す
。

Ｗ
Ｂ
Ａ
世
界
王
者
を
初
防
衛

堤　

聖
也
氏（
Ｓ
66
回
）

試
合
会
場
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ジ
Ｍ
Ａ
Ｘ
め
ざ
し
て

熊本ヴォルターズ

Ｖ
Ｇ・チ
ア
ス
ク
ー
ル
統
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

吉
田
佐
知
子（
Ｓ
53
回・２
０
０
１
年
卒
）

今
後
の
同
窓
会
開
催
予
定

６
月
21
日

　

大
津
九
学
会（
菊
陽
・
西
原
）

６
月
28
日

　

東
京
九
学
会

　

関
西
九
学
会

　

山
鹿
・
植
木
九
学
会

　

阿
蘇
九
学
会

７
月
５
日
㈯

　

苓
北
支
部

７
月
20
日
㈰

　

ボ
ク
シ
ン
グ
部

　

創
部
70
周
年
祝
賀
会

各
地
の
同
窓
会
支
部

東
京
九
学
会

神
奈
川
同
窓
会

関
西
九
学
会

福
岡
九
学
会

荒
尾
・
玉
名
支
部

山
鹿
・
植
木
支
部

菊
池
支
部

泗
水
支
部

大
津
支
部

合
志
支
部

小
国
九
学
会

阿
蘇
中
部
九
学
会

阿
蘇
南
部
Ｏ
Ｂ
会

上
益
城
支
部

山
都
九
学
会

宇
土
支
部

宇
城
市
同
窓
会

八
代
九
學
会

人
吉
球
磨
九
学
Ｏ
Ｂ
会

あ
し
き
た
九
学
会

水
俣
支
部

天
草
九
学
会

苓
北
支
部

牛
深
九
学
Ｏ
Ｂ
会

6
月
24
日
㈫
、
1
号
館

会
議
室
に
お
い
て
２
０
２

５
年
度
九
州
学
院
ナ
ル
ド

の
壷
奨
学
生
に
対
す
る
認

証
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
１
９
８
１
年

の
創
立
70
周
年
記
念
事
業

の
一
環
と
し
て
１
９
８
３

年
か
ら
九
州
学
院
同
窓
会

プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
・
熊
本
ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
Ｖ
Ｇ

は
、
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
で
の

応
援
や
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上

げ
、
チ
ー
ム
の
勝
利
に
貢

献
す
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
活

性
化
促
進
へ
貢
献
す
る

チ
ー
ム
理
念
の
も
と
、
チ

ア
ス
ク
ー
ル
で
の
育
成
、

幼
稚
園
や
リ
ハ
ビ
リ
施
設

の
訪
問
な
ど
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

私
は
Ｖ
Ｇ
立
ち
上
げ

時
か
ら
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ

Ｖ
Ｇ
と
チ
ア
ス
ク
ー
ル
の

統
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
現
在
Ｖ
Ｇ
メ
ン

バ
ー
11
名
中
7
名
が
九
学

チ
ア
ダ
ン
ス
部
Ｏ
Ｇ
。
彼

女
た
ち
の
頑
張
り
は
Ｖ

Ｇ
を
支
え
て
く
れ
て
い

ま
す
。
中
で
も
初
代
か

が
始
め
た
育
英
奨
学
事
業

が
、２
０
１
５
年
か
ら
「
九

州
学
院
ナ
ル
ド
の
壷
基

金
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
て

継
続
し
て
い
る
も
の
で
す
。

現
在
は
、
中
高
に
在
籍

す
る
生
徒
の
中
か
ら
特
に

優
秀
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

た
人
に
対
し
て
奨
学
金
を

ら
の
メ
ン
バ
ー
の
岩
谷
莉

里
花
Ｖ
Ｇ
キ
ャ
プ
テ
ン
兼

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
、
ヴ
ォ

ル
タ
ー
ズ
を
運
営
す
る
熊

本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
株

式
会
社
の
社
員
と
し
て
も

活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
６
月
か
ら
は

新
た
に
田
原
真
歩
社
員
兼

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
も
加
入
。

彼
女
も
九
学
チ
ア
ダ
ン
ス

部
Ｏ
Ｇ
で
、
日
本
女
子
体

育
大
学
チ
ア
ダ
ン
ス
部
で

は
世
界
大
会
も
経
験
し

て
い
ま
す
。「
チ
ア
リ
ー

ダ
ー
を
職
業

と
す
る
」
と

い
う
、
熊
本

で
は
も
ち
ろ

ん
日
本
で
も

今
ま
で
な
か

な
か
実
現
で

き
な
か
っ
た

ス
タ
イ
ル
の

確
立
を
ヴ
ォ

ル
タ
ー
ズ
が

後
押
し
し
て

く
れ
て
い
ま

す
。
ヴ
ォ
ル

タ
ー
ズ
で
は

九
学
Ｏ
Ｂ
で

ス
ポ
ー
ツ
事

支
給
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
育
英
奨
学
金

支
給
対
象
者
は
新
入
生
を

含
め
て
中
学
生
３
人
、
高

校
生
３
人
が
選
ば
れ
ま
し

た
。
授
与
式
で
は
室
永
芳

久
校
長
と
青
山
正
志
同
窓

会
育
英
奨
学
委
員
長
が
激

励
の
言
葉
を
述
べ
、
奨
学

生
一
人
一
人
に
廣
島
秀
二

会
長
か
ら
認
定
証
と
奨
学

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

業
部
長 

兼 

ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
七
川
竜
寛
氏

（
Ｓ
47
回
）や
シ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
ガ
ー
ド
の
澤
邉
圭
太

選
手（
Ｓ
65
回
）も
活
躍
中

で
す
。
２
０
２
６
シ
ー
ズ

ン
も
会
場
の
ヴ
ォ
ル
テ
ー

ジ
を
Ｍ
Ａ
Ｘ
に
で
き
る
よ

う
練
習
を
頑
張
っ
て
参
り

ま
す
。
是
非
会
場
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
熊
本

ヴ
ォ
ル
タ
ー
ズ
を
応
援
し

て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
い

で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
！

ナ
ル
ド
の
壷
奨
学
生
認
証
式

〜
中
学
生
３
人
、高
校
生
３
人
に
〜

＊学年・クラス会等は除く


